
例 投稿論文 査読コメントに対する回答    日本顎顔面インプラント学会 

論文番号（20－1－3） 

筆頭著者：〇山 〇夫   所属：○○病院 口腔外科 

コメントに対する回答         ☑ 下記の通り訂正しました。 

□ 下記の理由により訂正しません。 

     （回答は、査読者コメント項目順に記入してください） 

査読意見 A に対して 

 1. 8頁 7行 文献番号の訂正、並び替えを行いました。 

 2. 18頁 1行 「治療」に変更しました。 

 3. 18頁 7行 「59歳男性において」に変更しました。 

 

 査読意見 B に対して 

 1. 8頁 7行 文献番号の訂正、並び替えを行いました。 

 2. 9頁 5行 「広範囲顎骨支持型装置として骨内インプラントを 4本埋入した」に訂正 

しました。 

 3.  9頁 6行 「二次手術」に訂正し、「2か月後広範囲顎骨支持型補綴を装着した」を追加   

  しました。 

 4. 9頁 7～8行 「エックス線」に訂正しました。 

 5. 10頁 6行 写真番号を訂正しました。 

 6. 12頁 9行 追記いたしました。（製品名；〇〇〇,形式；version 7, 製造社名；〇〇〇, 

製造国；大韓民国） 

 7. 12頁 19行 「入院 27日目と入院 43日目では、いずれも右側前頭葉の硬膜下膿瘍は 

改善しているが、入院 43日目の右側後頭葉の硬膜下膿瘍は増大しているため」に修正 

しました。 

 8. 13頁 3行 入院 45日目に行いましたので、本文に記載しました。 

 9. 13頁 7行 「上顎洞炎」に訂正しました。 

 10. 13頁 9～10行 「中枢神経後遺症や硬膜下膿瘍の再発もなく経過している。」に修正 

しました。「内視鏡下副鼻腔手術」、「粘膜が認められた」にそれぞれ訂正しました。 

 11. 17頁 2～3行 「インプラント体の上顎洞への迷入」へ変更しました。 

 12. 17頁 13行 行を詰めました。 

 13. 18頁 8行 「上顎洞炎を併発し」へ修正しました。 

 14. 文献 19）を投稿規定に沿って修正しました。 

結語の後に 

  本論文に関して、開示すべき利益相反状態はない. 

を記載しました。 

書き終わらない場合は頁を追加してご記入ください （回答文 3枚のうち 1枚目） 

 


